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会員の活動報告
(2005年 11月,._,206年 10月）
粟野広雅
・ピュール神父の『オ女、またはサロン（閏）の秘密』における美意識について（『関
西フランス語フランス文学』第 12号、 2006年 3月）
・ピュール神父の『オ女、またはサロン（閾）の秘密』における美意識について（日
本フランス語フランス文学会関西支部大会、於京都外国語大学、 2005年 11月）
伊川徹
・テクストの解析の仕方と試験問題の作り方について (RENCONTRES20 
(Rencontres Pedagogiques du Kansai), 2006年 7月）
・知られざるフランス（ル・クール文化講座、於文化サロン leCours, 2006年 1月）
・フランス語のテクストを如何に解析するか？（第20回関西フランス語教育研究会、
於大阪日仏センター＝アリアンス・フランセーズ、 2006年 3月）
・「日仏文化講座」（神戸市教育委員会・神戸国際協力交流センター後援）のプロ
デュース (CercleAcademique Franc;ais (代表長谷川富子）の 2年目の講座を月
間2回1年間実施、於神戸国際会館 8階教室、 2006年 4月）
・同化政策維持の是非と可能性一これでもフランス大好きですか？ー（第25回カル
ペディエムの会、於芦屋市国際交流協会、 2006年 5月）
・アジアに於けるフランスのプレゼンスー今と昔ー（大学連携「ひょうご講座」春
期学外講座、於兵庫県立神戸学習プラザ2006年 5月）
伊藤誠宏
• Bouhours, Doutes sur la langue fran~oise で問題視された名詞の性（『仏語仏文学』
第32号、 2006年 2月）
大久保朝憲
・フランス語の性差別的言語構造について（『関西大学文学論集』第 55巻第3号、
2005年 12月）
・述語否定による緩叙法的発話（『シュンポシオン高岡幸ー教授退職記念論文集』、
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朝日出版社 2006年 3月）
近江康則
• Les tresors du Musee Sankokan (30) (Bulletin Trimestriel TENRIKYO No.61, 2005 
年 11月）
・Les tresors de la Bibliotheque de Tenri (31) (Bulletin Trimestriel TENRIKYO No.62, 
2006年2月）
・Les tresors du Musee Sankokan (31) (Bulletin Trimestriel TENRIKYO No.63, 2006 
年 5月）
柏木治
・（翻訳）パスクワーレ •M ・デリア『中国キリスト教美術の起源 (1583 年,._,1640
年）〔I〕』 (LeOrigini del'arte cristianaばnese(1583-1640) [I])、『或問』第 10号、
近代東西言語文化接触研究会、 2005年 11月）
・（コラム）「煙突」とサンタ（『三田評論』第 1085号、慶應義塾、 2005年 12月）
・（講演）授業改善への模索一一授業評価を中心に（於神戸大学国際文化学部、 2006
年 1月）
川神偲弘
・サルトルの文学 倫理と芸術のはざまを奏でる受難曲（日本図書館協会選定図書）
（関西大学出版部、 2006年3月）
高岸敦夫
・ヴィクトル・セガレンの小説における語り手について（関西大学フランス語フラ
ンス文学会口頭発表、 2005年 12月）
竹田悠
・セリーヌとヘンリー・フォードー米• 仏における反ユダヤ主義の一形態およびそ
の表象ー（関西大学フランス語フランス文学会口頭発表、 2005年 12月）
武本雅嗣
・フランス語のジェロンディフの「原因」用法をめぐって一日本語のシテとの対照
研究ー（「時制とその周辺領域の統語的・意味的研究」平成 15年度～平成 17年度
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科学研究費補助金（基盤研究 (C))研究報告書、 2006年 5月）
太治和子
•フランス語タンデムコミュニケーションクラスについて（関西大学『外国語フォー
ラム』第5号、 2006年3月）
• これまでのスタージュの経験から見えるもの一研修の変化とこれからのフラン
ス語教育の展望についての一考察ー（『Rencontres』第20号、 2006年 7月）
• 若手教師が考えていること一現実的展望に向かって一（第20回関西フランス語
教育研究会、シンポジウム、 2006年 3月）
田中良
・教科書『さわやかフランセ』（共著）（朝日出版社、 2006年 4月）
友谷知己
・（翻訳）アンヌ・ミュクセル「ヨーロッパ諸国における投票棄権者の増加一民主主
義の将来とは？ー」（『ノモス』第 17号、 2005年 12月）
• ≪.Cegalite des m⑮ urs dans l'Andromaque de Racine≫(関西大学『文学論集』第55
巻第4号、 2006年3月）
野浪嗣生
・モーパッサンの短篇小説における枠組の機能(-) (関西大学『文学論集』第 55
巻3号、 2005年 12月）
平田重和
• A. カミュの『シジフォスの神話』再考（関西大学『文学論集』第55巻第3号、
2005年 12月）
• A. カミュの『反抗的人間』再評価（『仏語仏文学』第32号、 2006年2月）
• A. カミュの『反抗的人間』再審（関西大学フランス語フランス文学会口頭発表、
2005年 12月）
堀潤之
・ゴダールと歴史のモンタージュ（表象文化論学会設立準備大会、於東京大学、 2005
年 11月）
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・救済の歴史叙述 ゴダールの『アワーミュージック』をめぐって（日本映画学
会第 1回大会、於京都大学、 2005年 12月）
・ロバート・スタム、ロバート・バーゴイン、サンディ・フリッタマン＝ルイス 『映
画記号論入門』（松柏社、 2006年）書評（『週刊読書人』 2637号、 2006年5月19日）
・『ルイス・ブニュエル著作集成』（思潮社、 2006年）書評（『週刊読書人』 2653号、
2006年9月8日）
・美術館のゴダール 《ユートピアヘの旅》をめぐって（『未来』、 2006年 10月号、
481号、 34-37頁）
2006年3月
高岸敦夫
烏居大輔
清水一志
久保田征鑑
修士論文題目
セガレンとグリッサンの異文化理解批判
アントナン・アルトーにおける狂気について
Victor Hugoの「著作権意識」
サルトルのマルクス主義観
